
依存財源は、地方譲与税、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、国庫支出金及

び県債で構成されています。

その２ 一般財源と特定財源の割合

一般財源は、県税、地方消費税清算金、地方譲与税、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策

特別交付金、繰入金のうち財政調整基金繰入金、繰越金及び県債のうち臨時財政対策債で構成されて

います。

これらを収入調達の拘束性による分類別にみますと、県債発行額の増額等により、前頁図その１の

とおり自主財源の割合は54.1％と前年度を 1.0ポイント下回りました。

また、使用目的により一般財源と特定財源に分類してみますと、上図その２のとおり一般財源の割

合は62.0％で前年度に比較して 0.1ポイント下回っています。
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(2) 歳 出

本年度の歳出予算は、「本年度の予算編成方針と主要な施策」で説明しました重点施策を中心に財

源配分を行いましたが、その内容は次のとおりです。

ア 科目別の内訳

歳出予算を使用目的により科目別に分類すると次のとおりとなります。

最も構成比の大きいものは教育費であり、次いで公債費、商工費の順となり、これらで全体の50.4

％を占めています。

平成25年度一般会計当初予算科目別内訳 （単位：億円、％）

教育費
1,876.7(24.4)

商工費
992.2(12.9)

農林水産業費

369.4(4.8)

土木費
683.5(8.9)

総務費
318.9(4.1)

民生費
875.8(11.4)

警察費
436.2(5.7)

衛生費
553.3(7.2)

公債費
1,005.0(13.1)

その他
581.2(7.5)

総 額

7,692.2億円

(100.0)



イ 性質別の分類

平成25年度の一般会計予算を使用目的により性質別に分類しますと次のとおりとなります。

平成25年度一般会計当初予算性質別内訳 （単位：億円、％）






